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(下)

井 上 紘 一

要 旨

ブロニスワフ ・ピウスツキ(1866-1918)は 、北東アジア先住民研究の草分けのひとりである。

日本の新聞が報 じたピウスツキ関係記事は12件 が確認されている。本稿はそのすべてを忠実に翻

刻 ・収録する。

「記事1～4」 は、ビウスツキらが行った1903年 の北海道アイヌ調査にかかわり、「記事5～9」

は、彼が1906年 に ヨーロッパへ戻る途上で、日本に7ヵ 月余 り滞在 した際の報道である。

本誌92号 に掲載される 「記事10～12」 は ピウスツキ没後の報道。彼が1905年 にサハリンを去る

とき島に留まることを余儀な くされた、未亡人と遺児をめ ぐる物語である。

ポーランド人ジャーナ リス トのヤンタ=ポ ウチンスキ とピスコルは、ブ ロニスワフの実弟であ

るユゼフ ・ビウスツキ元帥の指示で、日本領 「南樺太」における 「遺族」の探索を計画したと報

じられている。前者は1934年 に遺族 と首尾 よく会えたが、後者の方は1939年 に相次いで出来 した

政治的 ・軍事的大事件に妨げられて、計画は実現しなかったらしい。

キー ワー ド：ブロニスワフ ・ピウスツキ、日本滞在、新聞報道、伝記資料

解 説

ブロニスワフ ・ピウスツキ(BronislawPilsudski,1866-1918)は 、リトワニア生まれの優

れた民族学者である。ロシア皇帝暗殺未遂事件に連座してサハ リン島へ流刑 とな り、少壮期の

19年をロシア領極東で過 ごすことを強いられた。その間、北東アジア先住民研究に従事 して、

この分野では先駆的な研究成果を残したが、ヨーロッパ帰還後も不遇で、膨大な成果の整理 ・

公刊を果たすことな く、第1次 大戦下のパ リで客死した。

ピウスツキの学術遺産に新たな光が照射される契機 となったのは、1979年 春の札幌における

「ピウスツキ業績復元評価委員会」Dの発足である。同委員会は、ポーラン ドで発見されたピウ

スツキ採録の録音蝋管を 日本に借 り出し、最先端の科学技術を駆使して録音音声を再生する事

業を進める11)とともに、散逸 した研究業績を博捜 して然るべ く評価 し、併せてピウスツキの伝

記資料も収集 した。その成果は1985年 に札幌で開かれた第1回ピ ウスツキ国際シンポジウム)
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で報告 され た。 その後 、1991年 に は第2回 シ ンポ ジウムがサハ リンのユジ ノ ・サハ リンス ク)、

第3回 は1999年 に ポーラン ドのクラクフ とザ コパネv)と 、いずれ もヒウス ツキ所縁 の町で開催

されてい る。

ピウス ツキが残 した既刊 ・未刊の研究業績は、研究の場が国際化す る過程 で形 成 された ネッ

トワ ークのなかで全貌が ほぼ究明 されて、『ブロニスワフ ・ピウスツキ著作集』'q)としてム トン ・

デ ・グロイ ター社か ら刊行中で ある。 ピウス ツキが収集 した民族資 料の 図録u)も 既 に上梓 さ

れ、 さらには ピウスツキ研究 に特化 した逐次刊行物而)までも発行 されてい る。か くて 「委員会」

が掲げた諸課題は、概ね達成 された とい えよ う。

残 された課題は評伝 の執筆であ る。ピ ウス ツキは、数奇な運命に弄ばれて世界の各地を転 々

と遍歴 し、地球一周 を 「ほぼ」1x)果た した旅 人であ った。彼 の生涯は、幼 少年 時代の 「リ トワ

ニア期」(1866-1885)、 逮 捕 ・流刑で中断 された短期遊学の 「ペテル ブル グ期」(1885-1887)、

徒 刑 囚 として過 ごした 「サハ リン期(1)」(1887-1899)、 博 物館勤務 の 「ウラヂ ヴ ォス トク

期」(1899-1902)、 研 究者 として滞在 した 「サ ハ リン期(2)」(1902-1906)、 欧 州帰還 を果

た して以降 の 「ヨーロ ッパ期」(19061918)の6時 期に区分 され る。 当然至極 なが ら、 彼の

全生涯 を対象 とす る評伝 を欄筆 しえた者はまだいないX)。 そ こで、澤 田和彦埼玉大学教授 と私

は2007年 、 日本学術振興会か ら科学研究費補助金を得て、かか る評伝を執筆す る国際共同研究

プロジェク トx1)に着 手す る。rブ ロニス ワフ ・ピウス ツキ評伝 』は、各時期の専門家13名 の国

際的執筆陣に よる伝 記論文22篇 を収録 して、2010年3月 に上梓 されたx11)。

ピ ウス ツキは 「サハ リン期(2)」 に 当たる1902年 か ら1906年 に かけて、 日本 を4度 訪 れた

こ とが判 明してい る)。 初来 日は1902年 、 サハ リンのマ ウカ(真 岡、現ホルムス ク)か らデ ン

ビー商会の漁船に便乗 して函館に来航、8月6日 か ら30日(露 暦x'v))ま で 滞在 したxv)。1903年

の 第2回 来 日では、6,月20日 か ら9,月24日(露 暦)に かけて北海道に滞在 し、 ロシア帝室地理

協会が ヴァツワフ ・シェロシェフスキのために組織 した北海道アイ ヌ調査に、アイ ヌ語 ・アイ

ヌ文化の専門家 として参加 したxv1)。この折は、彼が ロシア語を手解 きした樺 太(対 雁)ア イ ヌ

の千徳太郎治が 日本語通訳 として同伴 してい る。第3回 は 日露戦争直後 の1905年9月 か らll月

に かけて、 日本軍 占領下の南樺 太を経て神戸に至 る駆 け足の旅 であ った。樺 太では東海岸相浜

を訪ねて妻のチ ュフサ ンマや長男助造 曲 と会い、妻子を連れての帰国を試み るも、妻の叔 父パ

フンケア イヌの峻拒に遭 って断念す る。神戸ではニ コライ ・ラッセルの事務所 を手伝 った。第

4回 の来 日は1905年12月 後 半か ら翌年8月3日 まで、7ヵ 月余 りの長逗留 となる。 ピウスツキ

は当初、1906年3,月 に は ヨーロ ッパへ向け離 日して リトワニアへ戻 る計画だ った よ うだが畑、

東京では6ヵ 月、長崎に も1ヵ 月弱滞在 した。7月30日 、 大北汽船 の 「ダコタ号」に乗船 して

長崎 を出発 した ピウス ツキは、神戸 を経 由 して横浜 に寄港(8月2日)、 翌3日 に同港 を発 っ

て シア トルへ 向か った。
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本稿に収録される新聞記事は、12件 中9件 が 「サハ リン期(2)」 の来 日にかかわるが、日

本におけるピウスツキの動静が 日付を伴って提示されている。具体的には 「記事1～4」 が第

2回 の来 日、「記事5～9」 は第4回 の来 日に関係する報道である。「記事1」 と 「記事3～4」

は変哲もない乗船者名簿に過 ぎぬ とはいえ、ピウスツキが 「所与の時に所与の場所」にいたこ

とを立証する、伝記情報 としては珠玉の歴史資料にほかならない。加えて 「記事2」 では、シェ

ロシェフスキらが平取で撮影した映写フィルムの内容蜘にまで言及している。最後の来日では、

ピウスツキが既に北東アジア先住民研究者 として遇され(「 記事5～7」)、 真摯なジャパノロ

ジス トとしても面 目躍如である(「記事8～9」)xx)。

ピウスツキがパ リで客死して半年後の1918年11月11日 、亡国ポーランドは悲願の国家再興を

果た し、独立運動の立役者であった実弟のユゼフ ・ピウスツキが、共和国初代元帥 として国家

首席に就任する。「記事ll」 とその種本である能仲文夫著 『北蝦夷秘聞』によると、 ピウスツ

キ元帥は 「十年前」(即 ち1924年)、 樺太に在住する 「兄の遺族」の探索をパテク初代駐日ボー

ランド全権公使に命じたが、不首尾に終わった とある。その後10年 の空白が何を意味するかは

不詳ながら、ヤンタ=ポ ウチンスキは1934年1月 、南樺太東海岸の白浜においてブ ロニスワフ ・

ピウスツキの遺族を 「発見」したのである(「記事10～11」)。

「記事12」 は、頗る興味深い内容ながら辻褄の合わぬ事柄も散見され、当初は捏造記事では

ないか とも疑って収録を躊躇した。しかし、ビスコル とい う人物を調べてい くと、筋金入 りの

愛国者で辣腕のジャーナ リス ト、 しかも日本で下獄 した最初のポーランド人であった事実さえ

判明した。事実関係に関する管見は、記事篇の脚注に記したからここでは繰 り返さぬが、1939

年5月 以降相次いで出来したノモンハン事件、独ソ不可侵条約、第2次 世界大戦の渦中に身を

投じたピスコルには、ブ ロニスワフの遺族を訪ねて南樺太へ赴 く余裕な ど、到底あ りえなかっ

たであろう。

評伝執筆に際しての新聞報道の重要性は、改めて力説しておきたい。日本におけるジャーナ

リズムの草創期に端なくも際会 したピウスツキの訪 日は、9件 　1)の報道記事を産出した。 し

かしながら、記事の内容を鵜呑みにすることは差し控えねばならない。まず、取材者の(と り

わけ外国の固有名詞をめ ぐる)聴 き違 え、誤解、勉強不足な どが指摘されるが、本稿では必要

不可欠の案件に限って脚注を施した。次に、ピウスツキ本人の個人情報に関して、既知の事実

とは背馳する記載も散見される。それは 「記事10～12」 において顕著であるが、殆 どは種本に

想定される『北蝦夷秘聞』にまで遡及する情報であるから、原則 として不問に付した。なお、

新聞記事の転載に際しては、「原文のまま」を極力心がけた。

最後に、新聞記事12件 のすべてについて、私が第1発 見者ではないことを明記しておきたい。

本稿を草するに当た り、河野本道、澤田和彦、山岸嵩の3氏 からは記事に関する情報を(一 部

についてはそのプリントコピーまでも)賜 った。特に御芳名を記してお礼申し上げる次第であ
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る。また、編集中 ・編集済みの記事稿に 目を通して、貴重なコメントを寄せて くださった井上

久仁子、澤田和彦、柚木かお りの各氏にも感謝申し上げたい。 とはいえ、あらゆる暇疵への責

任は偏に私が個人として負 うべきものである。

注

・
-

i

血

V・-

V

Committee for Restoration and Assessment of B. Pilsudski's Life and Work. ’A‚µ•A“¯ˆÏ V

員会の正式名称は、頭文字を連ねた略称の(英 語で 「サイコロ博打」も意味する)CRAP

であった。ある春の宵、北大文学部附属北方文化研究施設の黒田信一郎助教授 と井上紘一

助手の問で交わされた酒席での 「密談」が、その濫膓だったか らである。CRAPは やが

て文理融合型の国際的学際研究組織へ と発展して、1981年 以降は、頭にInternationalを

冠してICRAPを 名乗 った。

1983年7,月 札幌に到着したピウスツキ蝋管の音声再生作業は、北大応用電気研究所の朝倉

利光教授を中心とする工学チームが推進 した(朝 倉利光、伊福部達(編)rピ ウスツキ録

音蝋管研究の歩み 昭和58年 昭和61年 』北大応用電気研究所1986年 刊)。

「ピウスツキ蝋管 とアイヌ文化」 と銘打つ札幌シンポジウムは9月16-20日 、北海道大学

国際交流会館で開催された（Proceedings of the International Symposium on B.Pilsudsdi's

Phonographic Records and the Ainu Culture.Sapporo:HokkaidoUniversity.1985)。

サハ リン州立郷土誌博物館は10月31日 一11月2日 、「B.0.ピ ルスツキー サハ リン諸民

族の研究者」 と題する国際会議を開催 した。ピウスツキ生誕125周 年に当たる最終 日には、

ピウスツキに とって 「初の石像」の除幕式が、博物館の前庭で挙行された。会議の報告書

‚ÍˆÈ‰º‚Ì’Ê‚è•B CaxaMHHCKHH o6.aacTHoH xpaeBeAuecxHH My3eH, B.O. 

 eame.m uapodoe Caxa.niva (Mamepucobi MeaIcdyuapoduou xoucbepeuguu. 

1991 2. I0aIcuo-Caxa.luucx). TT. 1-2. IOxKHO-CaxariHHCx (1992).

Hulcydcxuu 

31 oxm5t6p5l

— ucc.led o-

- 2 uom6p5i

ポ ーラン ドで開かれた第3回 会議のテ ーマは 「ブロニス ワフ ・ピウス ツキ と二葉亭四迷」

‚Å‚ ‚Á‚½ (A.F. Majewicz and T. Wicherkiewicz (eds.), Bronislaw  Pilsudski  and Futabatei 

Shimei An Excellent Charter in the History of Polish Japanese Relations. Materials of the 

Third International Conference on Bronislaw Pilsudski and His Scholarly Heritage 

[Linguistic and Oriental Studies from Poznari. Monograph Supplement 7]. Wydawnictwo 

Naukowe Uniwersytetu im. Adama Mickiewicza w Poznaniu. 2001) ŒÃ“sƒNƒ‰ƒNƒt‚©‚ç

保養地ザ コパネへ会場を移 し、その後の タ トラ山地へのポス トコングレス ・エクスカーシ ョ

ンも含めて、8月29日 か ら9月7日 までの長丁場であ った。

●-V  Alfred F. Majewicz (ed.), The Collected Works of Bronislaw Pilsudski. Vols.1-2 (1998), Vol.
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3(2004)[Trends in Linguistics,Documentation151,2,3].BerlinandNewYork:Mouton

deGruyter.3巻 ま でが既刊、 間 もな く第4巻 が上梓 され、全7巻 を予定 している。

SPb一 ア イヌプロジ ェク ト調査 団(編）『 ロシア科学 ア カデ ミー人類 学民族学博物館所 蔵

ア イヌ資料 目録 』(日 露英3言 語併記版)東 京:草 風 館(1998);ヴ ラヂス ラフM.ラ テ ィ

シェフ、井上紘一(編)『 樺太 アイヌの民具』(日 露英3言 語併 記版)札 幌:北 海道出版企

画セ ンター(2002)。

代 表的事例 として2誌 を掲げ る。(1)サ ハ リン州立郷土誌博物 館附置ブ ロニス ワフ ・ピウ

ス ツキ遺産研 究所の発行す る『 研 究所通報』 π38θαη朋 伽 αη〃1剛〃2α槻07θ∂鰯 励o鰍 α7α8α

π〃π(ッ∂oκ020辿1-13.K)}KHo-Caxa皿HcK1998年 に1号 が刊行 され、2009年 発 行の13号

までが既刊;(2)井 上 紘一が1999年 に創刊 した欧文誌Pilsudskiana de Sapporo[Sapporo:

SlavicResearchCenter,HokkaidoUniversity(1999-2002);Saitama:FacultyofLiberal

Arts,SaitamaUniversity(2008-2009)]6号 ま でが既刊(但 し、3号 以降 は澤 田和 彦教

授 との共編、第4号 は未刊)。

ピウス ツキの地球一周を阻んだのは、三国分割下のポ ーラン ドを走 るオ ース トリア とロシ

アの国境線であ った。1906年 に ヨーロッパ帰還を果た した ものの、 ロシア帝国に併 合 され

ていた リトワニアへの帰郷は、遂 に叶わなか った(拙 稿 「ブロニス ワフ ・ピウス ツキの不

本意な旅路」45-46頁)。

とはい え、昨年 上梓 された ラテ ィシェフ氏に よるピウス ツキ伝rサ ハ リンにおけ るブ ロニ

ス ワフ ・ピウス ツキの生活:伝 記試論』は、「サハ リン期(2)」 までを叙述す る作品であ

るが、最初の本格的な評伝 であ る(B∬a耶c∬aBM.JlaTBIHIeB,Cαxα 躍〃〃oκ研 濯〃3〃6恥oκ〃一

α猛α6α、乙乃'刀cツ∂cκoεα1功(λ7θ～α・曜θμ61κ6〃o<ραφ〃〃,10}KHo-Caxa皿IHcK:CaxaJIHHcKoeKHH>KHoeH3一

八aTeJIbcTBo.2008)。

2007-2009年 度 基盤研究(B)「ブ ロニスワフ ・ピウスツキの評伝執筆のための実証的研究」

(研究代表者:澤 田和彦 埼玉大学教授)。

Kazuhiko 

 [Preprint]

Sawada and Koichi 

. Vols. 1-2. Saitama:

Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronislaw Pilsudski 

Faculty of Liberal Arts, Saitama University (March 2010).

油 沢 田和彦 「ブロニス ワフ ・ピウス ツキ 日本暦 」145頁 。 「日本暦 」は、澤 田教授が ピウス ツ

キの 日本滞在を精査 された結果を取 りま とめた年 譜であ るが、記載事項の各 々に出典が提

示 され、参考文 献 も完備 して いる点が高 く評価 され る。 なお、「日本暦」は増補 ・改訂 版

が、 ロシア語版 ・英語版 とともに、澤 田教授の科研報告書 に再録 され(澤 田和彦r幕 末 ・

明治 ・大正期の 日本 とロシアの文化交流に関す る実証的研究』 さいたま:埼 玉大学教養学

部2007年 刊)、 また邦語版 と英語版は、われ われの ホームペ ージPilsudskianadeSapporo

(URL:http://src-h.slav.hokudai.ac。jp/inoue/TOPF.htm)で も公 開 され ている。以下 の記
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載は概ね 「日本暦 」に拠 ってい る。

オvロ シア帝国で採用 されていたユ リウス暦 の こ と、 ロシア革命後 の1918年 まで行われた。露

暦を西暦へ換算す るには、19世 紀で12日 、20世 紀 では13日 を 、露暦 年の 日付に加算 された

い。

wピ ウス ツキは この函館行を、マ ウカか らコルサ コフへ赴 くための緊急避難措 置 として選 択

した。友人の シュテルンベル グへ宛 てた手紙 に、 この旅 は 「無断 ・無賃(3a貢HeM)」 の 渡

航であ った と記 してい るか ら、密航に近い ものであ った ろ う。 したが って、新聞種にな る

よ うな こ とは周到に避けたのではなか ろ うか。

烈i拙 稿rB.ピ ウス ツキ と北海道:1go3年 の アイヌ調査 を追跡す る」。

xvHサ ハ リン滞在中の ピウス ツキは1903年 頃 、ア イヌ女性チ ュフサ ンマ(別 名 シンキ ンチ ョウ

ブ リ

も伝えられている)と アイヌ風の結婚式を挙げ、1男1女 をもうけた。「記事10～12」 で

紹介されるように、長男が木村助造、長女は木村(結 婚後は大谷姓)キ ヨであるが、キヨ

はこの時まだ母の胎内にいた。
ほんげつちう に ほ ん

x輔 ピ ウス ツキは1906年2月8日 、r東 京朝 日新 聞』の記者 に 「本月中[即 ち2月 中]を 日本

けん ぎう つひや い ち とこさや う ポ　ラノド かえ それ ふたへ かばふと わた ひきつ へ じんしゆが く けんきう

の研究に費 し、一度故郷の波 蘭に蹄 り、夫より再 び樺太に渡 りて引績 き人種學上の研究
したが

に 從 ふ」予定 と語 っている(「記事7」)。

)dxシ ェロシェフスキは自らの旅行記r毛 深い人たちの間で』(1927)の なかで、彼 らは映画

撮影機を携えてお り、彼自身が撮影を担当 した と記すものの、撮影対象についての記載は
ど し ん くまお く まいおどり

頗る乏しい。この時の記録フィルムは 目下行方不明であるから、「土人の熊送 り、舞 踊 の
るゐ くわつどうしやしん さつえい

類を活 動爲屓に撮影 し」たという記載(「 記事2」)は 頗る貴重である。

xxこ こまでの記事は、『研究論集』91号 に収録 されている。

xxi当 該期間(19031939年)に 報道されたピ ウスツキ関係記事は、収録した12件 以外にもあ

りうるであろう。関連情報をお持ちの方がおられたら、御一報いただけると幸甚である。
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II.ピ ウスツキの遺族 に関す る記事

記事10.『 樺太 日日新聞』第7937号(1934[昭 和9]年1月9日 付)

波蘭陸相の義妹{ア イヌ}を 尋ねて/波 蘭新聞記者來島

陸相の内命により白濱に實情を探る/ア レキサンダー ・ヤンタ氏
う れ う ろ たく しう よ くはだ

我が樺太が露領/當 、[,、。]時[、]露國は こ/の 島の開拓を囚人に依つて爲 さん/と 企 て[、]今の
なんけい かん お ざい ご

大泊町楠漢町(コ ルサ/コ フ)に 監獄を置き「、]本國より重罪/犯 人をこの島に護送 したのであ
ころ う ふ しう け う か いく にん お

つ/た 。その頃露國政府の命を受けて/囚 人の教化訓育 と云ふ大任を帯び/て 本島に渡つたボー
り かく ノこ し う と

ラン ド人 の理/學 士が あつた。その 名はプ リー ド/ス キ ー氏')で あ る。 プ氏は其他 囚徒/の 訓
いく けういく つ と ころ ころまで

育 と共に土人アイヌの教育/に も努め[」一八九六年(明 治廿七年)2)/春 頃から一九〇四年頃迄
う せんさう ただ そ どく き はま

居たが[、]日/露 戦争 の眞 唯中に祖國濁立の ため/蹄 國 した[.]在 島 當時ポ氏[、,、]は白濱土 人/部
しう けつこん せい まう そ こう にん

落の酋長の娘シンキンチ ヨヴ)と/結 婚同棲 して二児を儲けていたが 「」/祖 國復興の大任を重
つま のこ せん ど ひ どく

ん じ[、]妻 と二 児/を 樺 太に残 して專 心努力 した 甲斐/あ って[、]其後[ポ ーラ ン ドは]蜀 立 し
とうれう せん くわく

た4)、 プ氏の兄は/(ビ ルスキ ー氏)5)大 統 領に當選 し/た が[、]プ氏 はパ リーで 客 死 した。 ピ/

1)ブ ロニス ワフ ・ピウスツキ。「ブ リー ドスキ ー」 はPilsudskiが 不正確 に表 記され た形 と推 察 され、初 出は能 仲文 夫

著r北 蝦夷秘聞:樺 太 アイヌの足跡 』(1933)の よ うである。能仲 はその直後に括弧書 きで 「アイヌはブズスキー と

呼んでゐ る」 と注記 して いる(同 吉2頁)。 以下では、「ポ氏」 と記 された1例 を除 き 「フ氏」 と略記 されて いる。

因みにヤ ンタ=ポ ウチ ンスキ(脚 注7参 照)は 、 日本 人が ピウスツキを"PronisrawPridski"と 呼んで いた、 と記

録 している(Janta-Polci飴ki,Zガ6窺 勿ブ6∫≠o隔¢9如.Str.281)。

2)こ こに併 記される四暦年 と明治年 は副 酷を きた してい る。 もし四暦が正 しけれ ば明治29年 で あ り、 明治27年 は1894

年に当たる。

3)チ ュフサンマ とい う名 も伝 え られてい る。パ フンケ 「酋長」の 「娘 」 とあ るが、 翌10日 付 の詳報 では 「姪」 に訂 正

されてい る。 なお、ヤンタ=ポ ウチンスキは この女性 を、「パ フンケ首長 の娘(corkanaczelnikaBafunke)」 の 「シ

ンキ ンチ ョ(Sinkincio)」 と記録す る(⑫6鉱,str.282)が 、一方 ではその名 をまた 「キム ラ ともシラ カワ ともジ ュ

サ ウンマ とも(iKimura,iSirakawaiDziusaumma)」 聞いたが 、どれが本名か決め難か った とも記 している(op.cit,

str.286)

4)ポ ーラン ド共和国の独立は1918年11月11日 、 プロニス ワフの死か ら半年後に成就す る。

5)ユ ゼ フ ・ピウス ツキ(JozefKlemensPilsudski,1867-1935)。 「ピ氏」 と略記。ブ ロニス ワフ ・ピウスツキの年 子

の 「実弟」。1918年 に国家の再建を果 たしたポ ーラン ドの軍 人 ・政 治家 。その際、ユゼ フは 国家首席 に就任 し、その

後 も大統領 となる ことはなか った。
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げん りく えうしよく なそ のこ た か い じつてい さい さが

氏は現在同國の陸軍大臣の要 職 に/在 る。謎を残 して他界した實弟の/妻 子を探すべ く手を
つく ゐん の なか え ひ よ じつ

壷 したピ氏 は/其 後[」 本社 々員 た りし能仲文夫氏の/著 作に成 る北蝦夷秘 聞6)に依 つて[、]實/
てい あいさい てんほうつうしん

弟 ブ氏の愛妻 とその子等が樺太 に/生 在[。、]して ゐる事 を知 り[、]直ちにポ ー/ラ ン ド電報 通信
とくは ゐん い ら い ぜ う

社東洋特派員ア レ/キ サ ンダー、ヤンタ氏7)に依頼 「、]一 切/の 事情 を知 らん としたので ある。/
とつ は な や たい さん

その命を受けたヤ ンタ氏 は去 る四/日L、 」突然來 島 して豊原町花屋本店 に/滞 在L、」残留 ポ ーラ
よ つ つ と いよいよ せう

ンド人等に依つて/そ の眞相を突 き止むべ く努めてゐ/た が、 愈 確謹を得たものの如 く[、]八
とひ れつ お うぜ うほう ひしぬま

/日 午前八時十分豊原獲新間行 きの/列 車の人 とな り「、]中央情報社長であ/る 菱沼右一氏8)と
てき はま よ

共に目的地白濱に/向 つた、ヤンタ氏は同地に二泊の/後L、」十 日には一先ず豊原に引返す豫/
てい つま じつ つ

定であ るが[、]生 在 するシンキが プ氏/の 妻 であつた事が確實 となれ ば[、]ピ/氏 の下へ連 れて
すエ にぎ

行 くとまで話は進/ん で ゐるので[、]こ のエキ ゾチ ツクな/物 語 りは[、]昨 春 紙上を賑 やか した
い ロすめ けん てん け う み

伊/太 利大使の 娘 松島事件 と共に[、]今後/如 何に展開 して行 くか?そ の成行/き は興味を以
ちう

て注 目されてゐる(/爲 屓は白濱に向ふア氏 と菱沼氏 「、]豊/原騨頭にて)

の なカ ふ み お

6)大 泊の北進堂が1933年 に刊行 したr北 蝦夷秘聞:樺 太ア イヌの足跡』。能仲文 夫(1907-?)は 、樺 太 日日新 聞記者、

外地評論社社長兼 主筆 を経て、拓殖省 ・南洋庁 ・朝鮮台湾総 督府 ・満鉄 ・南洋開発 で嘱託を務めた。戦 後は星光化学

工業社長。 このほかにr血 に彩 られた北樺太:現 状 と資 源』(中 火情報社1935)、r赤 道を背に して:南 洋紀行』(復

刻版 東 京:南 洋群 島協会1990)な どの著書が ある。

7)止 しくはア レクサンデル ・ヤンタ=ポ ウチンスキ(AleksanderJanta-Polczy飴ki,1908-1974)。 ポーラン ド人の ジャー

ナ リス ト ・作家。 記事 では 「ア氏」 と略 記。 ヤンタ=ポ ウチ ンスキはプロニス ワフの遺族 を尋ね る旅の記録を、r地

球は丸い』(1936)と 題する旅行記の第9部 に収めている(Janta-Polczyhski,"UPolak6wnaSachalinie,"str.241-

298)。
ひ しぬ ま う い ら

8)菱 沼右一(1883-1944)。r報 知新 聞』r国 民新聞』の記者 ・社会部長 ・理事 を経て 、r樺 太 口口新聞』の主筆 となる。

1931年 、東 京で 「巾央情報社」 を創 立 して社長 を務 めた。なお、文筆活動 としては、葛西猛 千代 ・西鶴定嘉 との共

著書 『樺太の地名』(1930)も ある。
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記 事11.r樺 太 日日新 聞』第7938号(1934[昭 和9]年1月10日 付)

愛 し夫 よ何虞?

三 十年の懸 を秘め/老 メノコは泣 く

濱茄子の丘に結ばれた若き日の攣

臆て恵まるL歓 び
さ い はま あこか

風凍 るオホ ツクの海邊 に咲い たピ リカメ ノコ9)と異國 人10)との懸 は相濱 ウタ リの憧れ の花 だ
かさ ま たんてう はま おか やが はま な さ ころ

つた。内淵川の水嵩が増/し て、軍調な砂濱の丘にも聴て濱茄子が眞紅に咲いた。其頃の二人
こうふ く あ ぎう ろ だんぜつ

は一番幸福 だつた。 ε.明 治三十七年1')、東 亜の/風 雲は急 を告 げて 日露 の國交は断絶 した。
はま くわつ あはた ま くる き

平和だつた白濱ウタリの生活にも何かしら慌 しいものと、重苦 しい/空 気が流れて行 くε.そ
かな ほ そ つま

れは、オホツクの海 も悲 しげに吠ゆる大雪の夜だつた。祖國の爲め、兄のため愛 し妻 と、/二
のこ くる むね

人の子を遺して此の地を去らねばならない男の苦しい胸を、充分知 りながらもシンキは何故か
はら のろ せんさう けいくわ いままう

しら腹が立つた。呪はしい戦争 よ、-/一 それから二十何年か ゴ経過 した。シンキは今盲目と
わび くわつ ひ とみ おく なほ わか かな

なつて佗 しい生活を送つて居るが、其見えない瞳の奥には今尚、冬の 日に別れた/夫 の悲 しい
く えん むす わか なつ おも なみだ わ

顔があ りあ りと見えるのだ。奇しき縁に結ばれた若い 日の懐かしい思ひ出が、涙 と共に湧 き出
わか かへ しん そ キく

て來る。シンキは未だに別Lれ」た夫/が 蹄つて來るものと信 じてゐる。然しその夫は祖國の猫
うん とう けうほん と む しん わす とほ のこ さい おも

立運動に狂奔の途、夢寝にも忘れることの出來ない遠いサガレンに遺 して來た/妻 子の身を想
そ くわ まう きう さ はま な

ひながら祖國の土 と化 した。盲 目の老メノコは泣け ど、内淵の砂丘に咲 く濱茄子の實は熟れて
なみた つ ご かな つ なみだ か

も、 この涙 に綴 られた悲 し/い 物語 りは蓋 きようともしない.ε ε.だ が然 し、 シンキの涙 が洞
やが よろこ おとつ ころ かがや

れて、臆て樺太にも新春の漱びが訪れる頃、シンキ と其二人の子にも輝/か しい光が映えよう

として居る。

9)バ フンケの姪 、シンキンチ ョウ(脚 注3参 照)。 能仲の記す ところに よる と、当時の彼 女は 「まだ十 八になつたばか

りの小娘」(r北 蝦夷秘聞』7頁)で あ った。 「ピリカ 「]メ ノコ」はアイヌ語で 「美 しい娘」を意味する。樺 太の 日

木人社会では当時、 このアイヌ語が格別 の説明な しに通用 していた らしい。

10)ブ ロニスワフ ・ピウスツキ。 前日の 夕刊に載 った速報 は 「プリー ドスキ ー」、本記事では 「プブスキ ー」 と表記 され

るが、いずれ も小正確 である(脚 注13も 参照)。 以下では 「プ氏」 と略記される。

11)1904年 。 この年の2月10日 に 日露戦争が勃発す る。
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ピリカメノコに寄せる/若 き教授の懸情

「情けの酋長」の微笑
ごろ さかのぼ ころ けい

物語 りは今か ら三十敷年前の明治/二 十九年'2)頃に遡 らねばならない=。]/其頃の樺太は流刑
と おそ あ にはわん たい あつ ゆう

徒の島だつたε/北 國の春は遅い。四月だ と言ふの/に 亜庭湾の一帯には未だ厚氷が浮/游 し
はださむ ふ の と ろみさき うくわい せ ぎ かん し う と

て、肌寒い風が吹いて居るL.」能/登 呂岬を迂回 した一隻の軍艦は、/多 敷の囚徒を乗せて今
なんけい さ し ん う かん はつ か すこ

コルサコフ/(楠 漢町)を 指して進路をとつて/居 る。艦内では頭髪を半苅 りに した/物 凄い
げう しう わか かん むち な

形相の囚人が、何か判らぬ/こ とをわめいて居た。其都度看守/の 鞭がピユーピユー鳴つた。
せい げい あら かん れん よ わか しん

凄惨な/光 景である。かうした荒 くれ看守/連 の中に交つて先生 と呼ばれて居/る 若い紳士が
わか しん ろ ふ こくし う と いく

あつた。一体この若/い 紳士は何者であらう。當時露國/政 府が出獄囚徒訓育の爲め樺太へ/
は け ん かくけうじゆ りく

派遣 したモス コー大學教授ポ ーラ/ン ド人、プ ブス キー[Slc]氏13)であ つた。/コ ルサ コフに上陸

けうじゆ し う とけ う か じゆん はつ しよく

したプブスキー/教 授は之等の囚徒教化の爲め更に/九 月下旬コルサコフを護して、殖/民 部
はうもん たひ か はつせう はま じゆん

落訪問の旅に上つた。斯 くて/ブ 氏が全島を践渉して相濱の土人/部 落に入つたのは五月初旬
はま かん しめ

であつ/た 。當時の相濱には樺太東海岸アイ/ヌ の総元締 とまで言はれた木村バ/フ ンケ14)が
す しう か う い しば とう しう

住んで いた。 プ氏はパフ/ン ケ酋長 の好意 に依 り、 こxに 暫/ら く逗留す る ことになつた。 酋
めひ よ

長/に は一人の美 しい姪があつた。名/を シンキンチ ヨウと呼んだ。まだ/十 八になつたばか
す ぐ あい むすめ はま わか たち

りの乙女であつ/た が 目の涼 しい可愛い娘だつた。/ピ リカメノコとして相濱の若者達/か ら
さは やが けうじゆ し

騒がれたものである。臆てプ/ブ スキー教授 とシンキの間に越え/て はな らない異國人同志の
さ けうじゆ はま

懸の花/が 咲いた。教授はシンキの爲めな/ら 一生 この相濱に止まつてもい)と 思つた。そ
しう い く あは ほろ ぞ く け うくわ と けつ

して自分の使命で/あ る囚人の訓育 と[、]この哀れな亡び/行 く民族の教化に努力しよう/と 決
し たい どう たましひ

心 した。シンキもプブスキー/氏 の屓摯な態度、物に動 じぬ男ら/し い魂にどんどん引き付け
なか い

られ/て 行つた。狭い部落には二人の仲/が 知れ渡つた。美 しいメノコを異/國 人に取られた一
うら たい うら

さう思ふとプ/氏 を怨んだ。然 し 「親切なロスカ/イ 」で通つている彼に樹 して怨み/を 口
を はま な おか ダかた

にするような者は一人もな/か つた。叔父のバ フンケも濱茄子/の 丘で懸を語る二人の姿を何
へん しう ふり むし

遍 も/見 受けたL.」 そんな時 はパフ ンケ酋長/は 見 て見ぬ振を して居 た。 寧 ろ頼L丹」/し い青 年
めひ かう ふく いの なさけ しう

に相僑る愛 し我が姪の幸/福 を祈るのだつた。二人は何 もか/も 知つている情の酋長―バ フ

12)1896fr。ブ ロニス ワフは この↑、北樺太 のル ィコヴ ォか ら徒刑 囚身 分の儘 樺太南部へ派遣 され、ア イヌの 人たち と

初めて接触する。但 し、その使 命は 「出獄囚徒の訓育」でな く、気象観測所の設 営であ った。

13)能 仲の伝 える 「ブズスキ ー」(脚 江1参 照)の 誤記 であろ う。 なお、プロニスワフは ここで 「モ スコー人學教授 」 と

紹介 され、前 目の速報で も 「理 學士」 と謳 われてい るものの 、ペテル ブル グ大 学法学部1年 在 学中に逮捕 ・流刑 と

な ったか ら、高等教育を修了 して学1:号 を取得 した事実はない。

14)バ フンケ(ア イヌ)。 日木名が木村愛古。
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はか やうや じゆん あつ せい けつこんしき

ン/ケ の取計らひで[、]秋も漸 く深 くなつ/た 九月下旬、全部落民が集まつて/盛 大な結婚式を
あ れこ

墾げた15)。花 婿 は三/十 才、 シンキは十八才であつた16)。

哀 れ、愛 を捨 てL/祖 國の濁立運動 へ

悲劇 の第一頁 はこMこ.ε ε.
てう つよ あい むす はか

プブスキー氏 とシンキの間は其/庭 に異人種を超越 した力強い愛に/結 ばれてL、」朗 らかな
てい いとな まう け う か

家庭が螢まれた。/二 人の問には間もな く一男一女が/儲 けられた。プ氏の土人教化事業/も
こう よ だん せき あ くわつ つ ま

シンキの内助の功に依つて一段/と 業績が墾がつた。このま 鼠平和/な 生活が績いて行つたら
ひげ き ろ

今 日の よ/う な悲 劇は生 まれ なかつ たか も知れ/ぬ 。ε.ε.明 治 三十七 年'7)、 日露の 國交/が
だんぜつ き よ か ん

断絶 した。平和なプブスキー-/家 も何か不吉な空気に襲はれるよ/う な豫感が してならなか
まいにち わた ひ みつでんほう もたら

つた。果/し てプ氏の兄から毎 日に亘つて秘/密 電報が齎されて、 ブ氏の兄ピル/ス ツキー
そ あい も かん とう ろ せん き

氏18,は祖國愛に燃ゆる勇敢/な 闘士であ り、革命家であつた。/日 露開戦を機會に多年虐げら
てい はん だつ おう どく くはだ ひ み つてんほう

れた/帝 政の鵜絆を脱 して 「、]往年のポーラ/ン ド國を濁立せんと企てたのであ/る 。秘密電報
どく うんどう おとうと けつ うなか

とは[、]こ の濁立運動 に/参 加せ しむべ く弟の ブブスキ ー/氏 の骸起 を促 さん とした ものであ/
ちうちよ かんが さいあい つま いと

る。 プ氏は今や躊躇すべ き秋'9,でな/い と考へ た。然 し最愛 の妻 、そ/し て愛 しい二人 の子を
おも けつ にぶ ひ み つ でんぽう はいたつ

思ふ とブ氏/の 決心 も鈍 り勝 ちだつた。εε..秘 密/電 報 はひつ き りな しに配達 され る 「.]/プ
いよいよさい けっだん りょじゆんかん ほう

氏は愈 最後の決断をせねばな/ら ぬ時が來た。それは 「旅 順 陥落/」 の報を手にしたからで
おれ ろ おれ そ きい こう ど

ある。/さ うだ俺は露國の爲め死んでは/な らぬ。俺は祖國ポーラン ドの再/興 に努力せ
せ ぎ にん か そ あい も は くわい あい

ねばならぬ。それは責/任 だ。 ブ氏の心には俄然祖國愛/が 燃えさかつた。破壊 された愛、
かな わか たん のろ せんさう そり ふ つ とほ

/悲 しき別れの護端はか うした 「呪/は しい戦争」の爲めだつた。権は/吹 雪を衝いて遠 ざか
い はう れう いだ なみだ だい にち ひ けこぎ だい

つて行つた。/放 心 したシンキが爾児を抱いて夫/の 心を追ふた。涙の第一 日、悲劇/の 第一
れん むれ さ

頁、可憐な シンキの胸は裂/け よ うとした。

15)文 脈 を追 う限 り結婚式 は1896年 「九月」の 出来 事 とも解 され るが 、 これを裏付け る資料 は皆無であ るだけで な く、
ブ リ

日、1期的に も余 りに早す ぎる。長男助造 の誕生を 掛酌す る と、 この アイヌ風の結婚式は1903年 の 「九月 」 に挙行 され

た もの と推定 され る。ブ ロニス ワフは同年9月24日(露 暦)、 北海道 アイヌの調査を終 えて、 コルサ コフ(大 泊)に

戻 っている。

16)も しも結婚式が1903年9月 だ とする と、花婿 は36歳 、花嫁は19歳 の筈 である。

17)1904年 。 日露 国交断絶は2月4日 の ことである。

18)ユ ゼフ ・ピウスツキ。 前 目夕刊所載 の速報 では 「ピル スキー」 とあ るが、 本記 事では初 出で 「ピルス ツキ ー」 とか

な り正確な形に近づ くものの、それ以降は 「ピルツスキ ー」 とい う表現が繰 り返 されている。ユゼフは 「兄」ではな

く、ブ ロニスワフの年子の 「実弟」。

19)本 記 事の著者は 「秋」 を 「とき」 と読 ませ るつ も りと付度 され る。 囚み に、 これは能仲文夫 の 『北蝦夷秘 聞』 に頻

見される用語法であ る。 ここか らも、同書 は著者の依拠 した種本であ った事実が端 な くも窺え る。例えば該 当箇所 は、

「プ氏は 今は躊躇すべ き秋で はない と考へ た」(同 吉13頁)と なってい る。
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夫の死も知らず/蹄 宅を信ず

濁立の犠牲になつたプ氏
き そ うん とう

蹄國 したプブスキ ー氏 は兄ビ ル ツ/ス キ ー[Slc]氏 と共に祖國 の濁 立運動 に/狂 奔 した、然 し
てい う か ん し ろ せんさう げん キは よ う い じつせぎ あ

帝政露國の看視は/日 露職争後更に嚴重を極め/容 易に実績が墾がらなかつた。或時は國/外
のが し きう つと く と う つ ゴ

に逃れ、或る時はひそかに入國/し て同志の糾合に努め、血みどろ/の 苦闘が十年近 くも績け
さかひ は うこう き け ん のこ あい

られた。/生 死の境を彷僅する危険な身であ/れ ば、サガレンに遺 して來たシン/キ や愛児の
わ ダ わ ナ やが おうしう せん は さくほう

ことは忘れる ともな く/忘 れられるのであつた。臆て欧洲/大 職後ピルツスキー一派の策謀/
こう そう ほ う キ やく ふたヒ ギく かい ち つ

が効を奏 し、亡国ポーランドは輝/か しい前途を約束 して再び濁立國/と して世界地圖に新た
ゑが やぶ くわんせい あ だい

に描 き出さ/れ た。國都ワルソーには破れんば/か りの漱聲が嵐の如 く墾がつた。/第 一次の
とうれう か ゴや こう に か く うんどう だい

大統領20)として輝か しい新/興 國 を荷 なつて起 つたのは[」 云 うま/で もない革命運動 の第一人
に はじ そ げ う し

者ピル/ツ スキー氏であつた。ピ氏はこの/大 命を荷ない始めて祖國の新たな/る 姿を凝視し
ぎ せい あいてい かげ そ う

た時、其所に貴い犠/牲 者の一人である愛弟プブスキー/氏 の面影を追想するのだつた。ブ/
ほん くわ とく のこ つま あい よ

氏は國事に奔走の渦中、濁立の成/果 を見ず、サガレンに遺 して來た/妻 と愛児の名を呼びな
バ リ くわく あは め く ら お も

がら巴里で/客 死 して居た。然し哀れな盲 目/の シンキ(其 後夫の身を想ふて泣き/暮 らした
まう かへ わか

爲か盲 目となつて居 た)/は そんな こ とは知 る由 もなかつ た 「.]/「 今 に蹄つて來 る」「、]別れ
のこ わす かた しん よ ま わび

る時から/言 ひ遺 した言葉を未だに忘れず、/之 を固 く信 じて三十鯨年待ちイ宅て/居 るのだ。

義妹等を獲見 して/ピ 陸相の歓喜

隠れたる菱沼氏の努力
パ リ くわく カをく しょく カヨく どく い

巴里で客死 したプブスキー氏は隠/れ たる植物學者であつた。猫立後/プ ブスキー氏の遺書
かいしょく がくまれ けんぎう の こ とうれ う

中から世界 植物學稀/に 見る貴重な研究が遺 されて居る/の を獲見された大統領ピルツスキ/一
は くこう おとうと い せ い り おとうと けつこん

氏は[、]薄 倖 な弟の爲め この書21)を/公 に した。 この遺書 を整理 中、弟/が 樺太 アイ ヌ と結婚 し
まう おとうと のこ つまおひめひ か うふ く いの

而も二人の/子 まで儲けたことを知つた、弟/の 爲 医]この遺された妻甥姪の幸福/を 祈つてや
せ きにん つ うかん ち うざい

るこ とは兄の責任 であ る/と 痛 感 した 「.]今か ら十年 前 「、1日本駐在/ポ ーラン ド公使22)に命 じ
て う さ ばう てう あん て う さ

て其後の調/査 をなさしめたが(一 等書記官某/氏 が樺太廉の案内で調査 した)護/見 するに
の なか え ひ はし

至 らなかつた、其後本社/記 者能仲文夫 氏がr北 蝦夷秘聞』23)/を 公 にす るに當 り=、]端 な くも

20)初 代大統領は ナル トヴ ィチ(GabrielNarutowicz)で あった(脚 注18参 照)。

21)植物 学書の公刊 につ いては未詳。

22)能 仲は、その 人物 を 「五 年前駐 日公使 であ り、現にモス コーに駐在 してい るパ テク氏」(r北 蝦 夷秘 聞』16頁)と 記

している。StanislawPatek(1866-1945)は 再建ポ ーラン ド共和口の初代駐 目特命全権公使(在 任1921-1926年)。

1924年 には在住ポーラン ド人を訪ねて樺太へ赴 いた(Janta-Polczynski,str.265)。

23)能仲著 『北蝦夷秘 聞』(1933)。
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そん じつ はん げん とうれう りく え うしよく

シンキ/が 生存 してゐる事實が判明した。/ビ 氏は現在では大統領を退 き陸軍/大 臣の要職に
ほう よ ぜうけう くわいあらた て う さ

あるが[、]日本公使館の/報 告に依つてその後の状況を知 り[」/今 回 改めて調査方を命 じた
かん ほう ぜうて う さ けつ

ので あ/る 、か くて昨 日の夕 刊所報の如 く/ヤ ン タ氏の來 島 とな り[、]事 情調査の/結 果[、]シ
なほ しや はだ はな じ そん

ンキが今尚ブブスキー氏/の 爲屓を肌身離 さず所持 して居る/こ とや、其當時か ら存命 してゐ
とう そう じつ はん しやくやく せう

る/ア イヌ等の話を綜合 して確實だ と/言 ふことが判明したのでL、」ヤンタ氏/は 雀躍 して詳
でん めぐ おとつ なほ

細 をポーラン ドに向/け 打 電 した、か くてシンキ親子 に/も 恵まれ る春 が訪 れ よ う、 尚 この/
つい おうぜ うほう ひしぬま えん あつか

獲見 に就ては 「、]中央 情報 社長菱沼右/一 氏の後援が與 つて力がある2D(爲/眞 は当時のプブス

キ ー氏2ら,と一、」 孫 を抱/く シンキ勢

写真1「 當時のプブスキー氏」 写真2「 孫を抱くシンキ」

24)ヤ ン タ=ポ ウチ ンスキの旅 行記r地 球 は丸い』(1936)に よる と、著 者は樺太へ 向か う船中で菱 沼右 ・と遭遇 した

(Janta-Polczyhski,str.252)。 旅 の 目的を聞いた菱沼はその後、著者 を白浜 へ案内 して、未亡人や遺児(娘 キ ヨ)と

も引 ぎ合わせている(oρ.6髭,str.284-286)。

25)「 写真1」 参照。1903年 、函 館の井円写真館で撮影 されたポ ー トレイ ト。ポ ーラン ドのクラクフ とザコパネで開催 の

第3回 国際 ピウスツキ ・シンポジウム 「ブ1コニスワフ ・ピウスツキ と二葉亭四迷」(1999年8刀)で 配布 された肖像
は た は な じ

写 真を転載。rシ ンキが …肌身離 さず所持 し」て いたのは、間違 いな くこの写真であ ろ う。

26)「 写真2」 参照。能仲文夫 『北蝦夷秘聞』1貞 よ り転載。
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記事12.r小 樽 新 聞』第15517号(1939[昭 和14]年6月15日 付)

国 際愛光年ぶ り/ア イ ヌの老婆 に"春"

ピル スヅ スキー將軍/實 弟 の遺族 を引取 る27)

[屓 岡獲]國 際紛糾/の 渦中にあ る欧洲 ポ/一 ラン ド國濁 立最初の大統領 ビルス ヅス/キ ー

將軍28)の實 弟L、」故 ブ/リ ー トスキ ーL,、。」氏29)の遺/族 がL、」今帝 国北端 の版/圖 樺太 に現存 して

を/る といふので、故實/弟 の遺族 を本國 ボー/ラ ン ドに呼び寄 せ[、]そ/の 血統 を立て よ うと/

したピルス ヅス キー/氏 が 「」今 回來朝在京 中/の ポルスカ ・ズブロ/イ ナ30)・ク リエル ・ポ/

ズ ナ ンスキ31,L.」プ1コス ト/・ ズ ・モス ワL,,、」32)・ポ ーラ/ン ド放送協會特派員/ア クサンダーL,、。」

・ビス/ユ ール[、、、]氏33)に遺 族引取/方 を依頼 、 ビスユ ール氏が近 々樺 太へ遺 族をたつねて來 島

す る といふ報が傳へ られ一般 の興 味を呼んで/ゐ る。 ブ リー トス キー氏 の遺族 と目され るアイ

27)ピ ウス ツキ元帥は脚注5に 記 した通 り昭和10(1935)年 に没 し、またチュフサ ンマ も翌11(1936)年1月 に亡 くな っ

てい るか ら、 当該 記事の 「見出 し」 が記す ような事態 は、昭和14(1939)年 には起 こ りえなか った筈で ある。 とは

いえ、ポーラ ン ド政府中枢の誰かが ビウスツキ元帥の没後 、その意を体 して(あ るいはそれに反 して)プ ロニスワフ

の遺族をポ ーラン ドへ呼び寄せ るこ とを発案、遺族 との折衝役 として ピス コル特派員(脚 注33参 照)に 白羽 の矢 が

立 った μ∫能性 は排除 されない。樺太の真岡(現 ホルムス ク)に て 「ビスコル情報 を知 る人物」を取材 したr小 樽新 聞』

の記者は、能仲文夫著r北 蝦夷秘 聞』を 「不正確に」参照 しつつ、この頗る興味深い記事 を執筆 したもの と推察 され る。

28)ユ ゼフ ・ピウスツキ。 プロニスワ フの年 了の 「実弟」(脚 注5参 照)。 ユゼフは、厳密 を期 すな らば 「将軍」 ではな

くて、新生ポ ーラ ン ド共和[の 初代 「元帥(marszalek)」 である。

29)元 帥の 「実 兄」 であるプロニスワフ ・ピウスツキ。「ブ リー トスキー」 は、能仲 の伝 えた 「プ リー ドスキー」(脚 注1

参照)の 誤記であろ う。

30)ワ ル シャワの 日刊紙PoZs肋Z伽 吻α(武 装 ポー ラン ド 発行期 間1921-1939年 。 但 し、 第2次 大 戦後の1945-

1950年 に復刊 、その後40年 に及ぶ、20謝 徽 防1%o伽(自Ilrの 戦士)を 名乗 った改称期 を経 て、1991年 には旧名 に

復 した。現在は週刊誌 として継続)。

31)ポ ズナンの 目刊紙Kurier Pznanski(ポ ズナ ン急報 発行期問は1872-1939年)。

32)正 しくは 『プロス ト・ズ ・モス トゥ』(Prosto z mostu=「 橋 の上か ら真 っす ぐに」 と直訳 され る慣用 副詞 句である

が 「直言」 と意 訳 して お きた い)。 ワル シ ャワの 日刊紙ABC日 曜版 の 付録 と して発 行 され た.4βC五 舵名αcんo-

Artystyczne(1931-1934)を 前身 とす る文芸週刊誌、1935年 に独立 してr直 言』を名乗 る。同誌 も ト記2紙 と同様、

第2次 世界大戦勃発の1939年 に廃刊 とな る。

33)正 し くは ア レクサ ンデ ル ・ピ ス コル(AleksanderPiskor,1910-1972)。 パ シ ュキ ェヴ ィチ(Mieczyslaw

Paszkiewicz)が 執 筆 した 『ポ ーラ ン ド伝 記事典』 所載 の伝 記記事 に よる と、 ピス コル は1938年12月 、 『直言』誌

(とKurierWarszawski[ワ ノレシ ャワ急報])の 特派員 として米国へ旅立 ち、 ワシン トン とニ ューヨークでの取 材を終

えて、1939年8月 に来 日したとされてい る(Paszkiewicz,"PiskorAleksander,"str.554)。

しかるに、6月15日 付の本記事 冒頭 でビス コルは 「今回來朝在京 中」 と紹 介され るだけでな く、彼がr直 言』誌27

号(7月2口 付)に 寄せ た最初の 口本 レポー トは冒頭で 「東京 、5月 」 と、執 筆の月 名を明不 し、ま た 「ある春の

タベに」 サンフ ランシスコか ら横浜 に入 港 した 「鎌倉 丸」で来 日した、 とも記 してい る(Piskor,"Pierwszewr詑e-

nia,"str.2-3)。 しか も付載写 真には満開の桜 も認め られ るか ら、来 目の禺期は4月 上 旬にまで遡 りえよ う。 なお、

ピス コルの ワル シ ャワ出発を報 じたr直 自』誌1939年1号 は、彼が前年 の 「ク リスマス直前」 に8カ 月の予定 で出
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ヌ婦人 は本 名木村 シンキ34)(六 十 歳を越 えた年配)と[、]其 遺/児 木村某35)で[、]樺 太 に現存 す

るこ とは早 くか ら傳へ られ、 しか も東 海岸榮濱 白濱部落に居住 して ゐる こと/も 判 明 してゐ る

ので6)[、=こ の報が現實 となつて現はれ、樺太 アイヌ部落 の一隅 に三十余年 間埋 もれてゐたア/

イ ヌ婦人 とその子が 「」今を時め くポ ーラン ドの老將軍の も とに引 き とられ、一躍名 もな き老

婆 とアイヌ/青 年 が世 界ニユ ース界に躍 り出 る様にな るか どうか、 この話題 は一 層の興 味を呼

国、 ソ連 が通過 ヴ ィザ の発給 を拒否 した ため米 国経 由で 目本へ 向か った、 と記 してい る(Anonym,"WyjazdAl.

PiskoradoJaponii,"str.12)。 しか しなが ら、 ピスコルが 『直言』誌 に寄稿 した 日木記事(7刀2日 付27号,8刀13

日付33写,8月27日 付35号 所収)に は、ブ ロニス ワフ ・ピウス ツキの遺族 に関す る情報が全 く見 出せない。

本記事が 『小樽新 聞』に掲載 され てか ら2ヶ 月半が過 ぎた1939fr9月1日 、 ドイツ軍 がポーラ ン ドへ電撃 侵攻 し

て第2次 世界大戦が勃発 した。駐 ロポ ーラン ド大使館(1937年10月 に公使館か ら昇格)は 翌2口 、ロメル(Tadeusz

Romer)人 使の イニシアテ ィヴで 「人使館通信班」(別 称 「極東ポ ーラン ド通 信班」 パ シュキ ェヴ ィチの伝記 記

事(str.554)はPolskieBiuroPrasowenaDalekimWschodzieと 伝 えてい る)を 創設 、通 信班長には 「ポーラン ド

電信電 話局」 特派 員の ア レクサ ンデル ・ビスコルが就 任す る。彼 は翌40年1刀 発 刊の ポー ラン ド語週 刊r広 報

(Biuletyn)』、ま た41年1月 に創刊 され た月刊広椒 誌(英 語版Poland Todayの と日木語 版r今 日の ポーラン ド』)の 編

集長 も務めて、大使館報道官 として手 広 く広報 活動 を展開 した。「大使館通信班」は、大使館が閉鎖 され た41イ「10月

23口 に活動 を停 止する(パ ワシ ュ=ル トコフスカ、ロメル共著『日本 ・ポ ーラン ド関係史』193-211頁)。r広 報 』の

最終号(1941年10月19日 付)に は ピスコル編集長 が 白ら執筆 した 「訣別の辞」 が掲載 された(前 掲吉212頁)。 その

後 も目本 に残留 したピ ス コルは、41年12月(目 米 開戦の直後)に 「反日 ・反独宣伝」の容疑 で予防検束 され 、半年

ほ ど収監 され たの ち、42年7刀30日 に 日英 交換船 「龍 田丸」で離 日した(前 掲書213頁;Piskor,"Kolonjapolskaw

Japonji,"str.2)

以 トを踏まえるな らば、た とえピ ス コルが 「遺族呼び寄せ」の付託を受けていた として も、ま ことに遺憾なが ら彼

が樺太へ赴 くことはなか った、 と断ぜ ざるをえない。

34)そ の名はチ ュフサ ンマ とも、 また シンキ ンチ ョウ とも伝 えられてい る(脚 注3参 照)。rシ ンキ」 は後者 の愛称形。

35)木 村助造(1903-1971)。 ヤンタ=ホ ウチ ンスキは この人物 を(1934年1月 当日、D32歳 、"KimuraSkeizo"と 記 録

している(Janta-Polczy丘ski,str.286,295)。

36)ヤ ンタ=ポ ウチンスキは1934年1月8日(「 記事10」)、 菱沼右一 の案 内で樺太東海 岸の白浜を訪ね て未 亡人や娘キ ヨ

と会見 し、翌9日 単独 で赴 いた白浦では、駆 けつけた遺児の助造 にも会 えた(Janta-Polczyhski,str.284-286,294)。

ところで彼 は白浜 を去 るとき、 アイヌたちか らビウス ツキ元帥のため に、一振 りのア イヌ刀を託 されていた(砂.

磁,str.295)か ら、元帥は ノJとともに、曄太の遺族 に関する報 告 も受けた と付度 され る。 なお、 当時 のr曄 太 日日

新 聞』報道に よると、ヤ ンタ=ポ ウチ ンスキは1934年1月10目 、遺族発 見のニ ュースを 「ポーラン ドへ 向けキ」電」 し

ている(「 記事10」 「記事11」 参照)。

これに先立つ1933年2月 、菱沼 の義弟に当た る能仲文 夫はr北 蝦夷秘聞』 を上梓、その第1章 「盲 目の老 メノ コ

は位 く」では シンキンチ ョウ との面談や、彼女 とプロニスワフの悲恋諦が虚実 交 綴々 られてい た(同 書1-18貝)。 因

みに、ヤンタ=ポ ウチンスキは この章 の内容を、菱沼の翻訳 で聴 き取 り、 口本人の問で塘灸するラブス トー リー とし

て、 白らの旅行記に収録 している(Janta-Polczyhski,str.281-282)。
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井上 紘一

んで來た(爲 屓は令/弟 を捜す老將軍37))
こう つた ところ かば

巷間傳へ られ た庭 に よる とブ リー/ト スキ ー と樺
ふ や う けう こ

太 アイヌ婦人 との問/に は[、]次 の様 な國境 を越 え

あいへつ

た ロマ ン/ス と哀別のエ ピソー ドがあ る

ブリートスキーは人類學を研究/す る理學士で明治

二十九年まで/モ スコーのソ聯[slc=大學 に教授 とし/

て奉職 して居たが[、]多数の人類が/居 住する樺太に

おいて自己の希/求 する學術研究のため渡樺を決/意

し[、]當時の露國義勇艦隊に便乗/し 樺太に渡つた

(一説には政治/犯 として露官憲に捕はれシベ リ/ア

に流刑されたが 「、1後脱走 して樺/太 へ漂着したとも

云はれる)[.]そ/し[、]最 初の上陸地大泊から相濱/

附近にあって露國監獄の教諭師/と して勤める傍ら人

類學の研究/に 没頭 してゐたが[、]當時同地にあ/つ た

同族の酋長たる日本名木村/パ フンケ38〕と親交をつゴけ

写真3「 令弟を捜す老将軍」

て居る/う ち1、1その娘である美しきシンキ とIslcl/(當時十八歳)と 國境を越えて/の 懸愛に陥り1、珊

歳の學者ブリー/ト スキーは遂に結婚を許された「.1/その後十年間は平和な同棲生活/を 管み二人の

男子[、1c]を儲 けたが、/か くする内祖國ポーランドには/大 革命運動が起こり[、]兄であるビル/ス ヅス

キー將軍は革命の第一線/に 躍 り立つた、そ してブリート/ス キーの蹄國を しきりに促 した/の で[、]

兄の運動に参加すること玉/な つた[.]ブ リー トスキーは[、]樺太に/求 めた妻子を引き連れて蹄國せ/

ん としたが1、1父のバ フンケがこれ/を 許 さず1、遂に再會を約して涙の/哀 別をした、ブリートスキー

/は 祖國愛に燃えつ瓦直ちに帰國1、1/時の英雄たる晃の下に大活躍/を なし 、1遂に革命に成功してポー

ラ/ン ドの濁立が成つた、その後も/ブ リー トスキーは兄を助け[、]束奔/西 走すること十年に及んだ

が[、]遂/に異國にある妻子 との再會の機/會 がなくパリで客死 した39)

へ す はるころ こ ゐ とほ い かば ち

といふのである、時を経、年を過/ぎ た昭和三年春頃[、]故弟の遺族が遠/き 異國樺太の地に
わす じつ せ う ぐん けつとう もと

在ることを忘れ/な かつた實兄のピルスヅスキー將/軍 はその血統を求めて[」 時の東京ポ/一
しくわん ぎ さが かば わた かば てう けう ゐ

ラン ド公使館書記生を して木村/一 家を探すべ く樺太に渡 り[、]樺太鹿/と も協力 して遺族を
もと つひ はん こ

求め 「しめ]たが 「」その/時 は遂 に判 明 しなかつ た、越 えて/昭 和十年 に至 り遂 にピルス ヅスキ ー

37)「 写真3」 参照。同一 の 肖像写 真 をWaclawJedrzejewicz,Jozef Pilsudski 867-1935.Londyn:PolskaFundacja

Kulturalna(1982)の 口絵 よ り転載 した。

38)相 浜の 「酋長」パ フンケ(ア イヌ)、 日本名は木村愛吉。「シンキ」の叔父で養父で もあ る。

39)ポ イン トを落 として別記 され たこの1段 落 は、能仲著 『北蝦夷秘 聞』 第1章 の要約である。
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せう ぐん もと かは じつざい はん ゐ おもむ

將/軍 が求めつxあ つた木村母子が樺/太 に實在することが判明、その遺/児 は東京に赴きボー
おとづ しん ぎ わす

ラン ド公使館/ま で訪れ たのであつたが[、]眞 偽不 卿 で その ま Σとなつた、 この忘れ か/け ら
かた ふた エ あ らは

れた物語 りが今再び世に現れ/た のであ る

註=遺 児たる木村某は毎年白濱/か ら西海岸多蘭泊の漁場へ出稼/ぎ に來てを り、その母たるシン/

キは現在盲目の老婆となつてゐ/る といふ
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